
第１９回那須塩原市子ども・子育て会議における議題とその検討結果について 

 

○議題 

 （１）子ども・子育て未来プランの実施状況について 

 （２）子どもの権利に関する行動計画の実施状況について 

     ※関連があるため、一括協議 

  ◆議題の概要 

   ・計画に掲げた事業の平成２９年度実施状況について、事業を実施する課が評価を

行った。 

   ・評価ランクは、「Ａが計画どおり進捗した」、「Ｂが目標に近く、概ね進捗した」、「Ｃ

が目標には届かないが、進捗している」、「Ｄが停滞・事業の未実施」、「Ｅが事業

終了」。 

   ・子ども・子育て未来プランについては、９１事業中、Ａ評価が６０事業（６６％）、

Ｂ評価が１８事業（２０％）、Ｃ評価が９事業（１０％）、Ｄ評価が３事業（３％）、

Ｅ評価が１事業（１％）となった。Ａ、Ｂ評価の事業は、全体の８６％を占め、

全体としての進捗状況は良好であった。 

   ・子どもの権利に関する行動計画については、２４事業中、Ａ評価が１５事業（６

３％）、Ｂ評価が７事業（２９％）、Ｃ評価が１事業（４％）、Ｄ評価が１事業（４％）

となった。Ａ、Ｂ評価の事業は、全体の９２％を占め、全体としての進捗状況は

良好であった。 

       

  ◆委員からの主な意見 

   ・子育て支援拠点事業について、利用者が少ない施設がある。利用者が少ない理由

の分析が必要なのではないか。 

   ・病児・病後児保育事業の利用料金は、子育て世帯にとってかなりの負担ではない

か。利用料金が高額なため利用をためらったり、あきらめた人の把握を行い、利

用料金の見直しを検討してはどうか。 

   ・各施設で保育料以外に徴収している料金について、市が徴収の内容と金額を把握

し、不適切な場合は指導が必要ではないか。 

   ・保育士の確保について、県内の学校を卒業した者の県外流出に対する有効な対策

を検討してほしい。 

   ・病児・病後児保育の周知について、チラシを配布するだけでなく、保育園等の入

園申込時に窓口で口頭案内をしてほしい。 

   ・必要な人に、必要な支援を届ける方策について考えていきたい。 

   

〇その他（報告事項） 

 ◎赤ちゃんの駅事業について 

 ◆概要 

   ・乳幼児とその保護者が安心して外出できる環境を整備するため、赤ちゃんの駅登録



事業と移動式赤ちゃんの駅の貸出し事業を開始した。 

   ・赤ちゃんの駅は、おむつ交換又は授乳ができる場所が登録できる。 

   ・移動式赤ちゃんの駅は市内でイベントを開催する者に、簡易テント、おむつ交換台、

授乳用いすを貸し出す。 

   

◎特定教育・保育施設の利用定員の変更について 

◆概要 

   ・国際医療福祉大学西那須野キッズハウスの利用定員について、実績に合わせて２

号認定の定員を７２人から３７人へ変更する。 

  ・平成３０年８月１日より変更する。 

 


